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支
部・組
合
員
店
の
投
稿
を
募
集
中

　

採
用
さ
れ
た
場
合
は
、店
名・顔
写
真
等
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
お
客
様
に
も
配
布
し
て
い
る
た
め
、貴
店
の
Ｐ
Ｒ
に

な
り
ま
す
。

　

コ
ラ
ム・
支
部
情
報
・
貴
店
の
取
組
な
ど
な
ど
、な
ん
で
も
結
構

で
す
。

　

次
回
１
４
２
号
の
投
稿
締
め
切
り
は
、４
月
末
ま
で
に
組
合
事
務

局
に
お
願
い
し
ま
す
。

令和７年１月１日
組合員総数

104店
お寿司屋さんを探すならココ

http://www.shizuoka-sushi.jp/

令
和
７
年
の
新
春
を
迎

え
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す

　

昨
年
は
、
令
和
５
年
末

に
与
党
の
一
部
の
政
治
家

に
よ
る
裏
金
問
題
が
噴
出

し
、
そ
の
問
題
を
引
き
ず

っ
た
ま
ま
ス
タ
ー
ト
致
し

ま
し
た
。

　

ご
存
じ
の
通
り
、
数
年

前
か
ら
大
幅
な
円
安
が
続

き
、
こ
れ
に
連
動
し
て
全

体
的
な
物
価
上
昇
と
な
る

中
、
日
経
平
均
株
価
は
上

昇
を
続
け
、
4
万
円
を
超

え
る
こ
と
が
普
通
に
な
り

ま
し
た
が
、
バ
ブ
ル
期
の

株
価
上
昇
と
は
違
い
、
全

体
的
な
景
気
上
昇
が
全
く

感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

最
も
身
近
な
事
と
致
し

ま
し
て
は
、
会
合
の
際
、

円
安
で
仕
入
れ
が
高
く
な

っ
た
と
い
う
声
が
続
い
て

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
元
日
に
起
き
た

能
登
半
島
地
震
に
よ
り
重

苦
し
い
気
分
の
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た

　

大
雨
で
の
被
害
も
重
な

り
、
い
ま
だ
復
興
の
兆
し

も
見
え
な
い
中
で
懸
命
に

頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
被
災

者
の
皆
さ
ん
に
は
心
よ
り

お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

新
た
な
令
和
７
年
で
は

１
年
の
延
期
を
経
ま
し
て

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
静
岡
県
会

議
を
３
月
に
行
う
予
定
で

す
。

　

改
め
て
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

の
仲
間
と
し
て
被
災
と
向

き
合
う
と
と
も
に
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
の
こ
れ
か
ら
を
考

え
る
会
議
に
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
10
月
に
は
同
じ
く
中
部

ブ
ロ
ッ
ク
の
福
井
県
で
大

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
暑
い
時
期
が
長

く
な
り
、
以
前
は
大
量
に

獲
れ
て
い
た
魚
が
獲
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
外
国
か
ら
の
お

客
様
は
増
加
の
一
途
を
た

ど
り
、
円
安
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
中
に
は
外
国
人
用

に
高
額
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
す
る
飲
食
店
ま
で
出
来

ま
し
た
。

　

政
府
は
賃
上
げ
を
推
奨

し
様
々
な
補
助
制
度
を
設

け
て
い
る
も
の
の
、
応
じ

ら
れ
る
の
は
一
部
の
企
業

に
限
ら
れ
、
現
実
的
に
は

多
く
の
業
種
で
賃
上
げ
出

来
な
い
の
が
現
状
で
あ
り

ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
を
迎

え
、
飲
食
店
に
限
ら
ず
現

場
で
の
仕
事
を
す
る
方
が

減
り
、
人
材
確
保
の
為
、

従
業
員
に
週
休
2
日
を
与

68
回
の
全
国
す
し
連
合
会

福
井
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
、
同
じ
ブ
ロ
ッ
ク
の
仲

間
と
し
て
大
会
を
盛
り
上

げ
る
と
と
も
に
、
多
く
の

仲
間
と
の
交
流
の
機
会
が

増
え
る
１
年
に
な
り
そ
う

で
す
。

　

４
月
か
ら
は
大
阪
万
博

博
覧
会
も
始
ま
り
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
お
客
様
は
も
と

よ
り
世
界
中
、
日
本
中
の

お
客
様
が
多
く
行
き
か
う

こ
と
と
思
い
ま
す
、
私
た

ち
の
商
売
に
も
良
い
影

響
、
良
い
刺
激
を
与
え
て

く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
多
く
の

お
客
様
や
仲
間
と
の
交
流

の
場
を
大
切
に
し
、
自
分

を
成
長
さ
せ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

多
く
の
お
客
様
を
迎
え
て

実
り
多
き
、
刺
激
多
き
年

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

１
年
間
の
商
売
繁
盛
、
ご

健
勝
を
祈
念
し
て
お
り
ま

す
。

え
る
飲
食
店
が
増
え
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
他
、
公
共
的
な
施

設
で
も
利
用
者
の
事
を
全

く
考
え
ず
一
方
的
に
合
理

化
を
進
め
、
そ
の
一
例
と

し
て
、
銀
行
は
支
店
の
統

合
を
進
め
、
Ｊ
Ｒ
は
み
ど

り
の
窓
口
を
大
幅
に
削
減

す
る
な
ど
、
以
前
で
は
考

え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が

起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

我
が
国
は
平
成
に
入
り

30
年
間
経
済
成
長
が
停
滞

こ
と
で
、
小
規
模
の
業
務

用
食
品
店
で
あ
っ
て
も
国

内
販
売
が
頭
打
ち
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
販
路
を
海
外

に
広
げ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

我
々
が
販
売
す
る
商
品

は
、
輸
出
す
る
こ
と
は
殆

ど
不
可
能
で
す
か
ら
、
海

外
か
ら
の
お
客
様
に
ご
来

店
を
い
た
だ
き
、
売
上
を

上
昇
に
繋
げ
る
事
が
大
切

で
あ
り
ま
す
。

　

最
近
の
若
者
は
現
金
を

持
ち
歩
か
な
い
為
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入

が
不
可
欠
と
な
り
、
店
の

規
模
に
関
係
な
く
、
従
業

員
の
雇
用
環
境
な
ど
も
含

め
、
経
営
者
は
常
に
様
々

な
勉
強
が
求
め
ら
れ
る
時

代
に
入
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
全
国
す

し
連
合
会
で
は
10
月
23
日

に
第
67
回
全
国
す
し
連
岩

手
大
会
を
岩
手
県
盛
岡
市

に
お
い
て
「
心
・
技
を
継

ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
致

し
ま
し
た
。

　

岩
手
県
で
の
全
国
大
会

開
催
は
40
年
ぶ
り
で
、
素

晴
ら
し
い
全
国
大
会
を
開

催
出
来
ま
し
て
、
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

11
月
12
日
に
は
、
お
客

様
へ
の
す
し
の
仕
込
み
や

技
術
に
対
し
理
解
を
深
め

て
頂
く
事
を
目
的
と
し

て
、
す
し
実
技
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
都
内
ホ
テ
ル
で
開
催

致
し
ま
し
た
が
、
運
営
に

あ
た
っ
た
若
手
組
合
員
同

士
の
交
流
が
深
ま
り
、
み

な
さ
ま
の
ご
協
力
も
あ
り

成
功
の
裡
に
終
了
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

　

様
々
な
問
題
に
直
面

し
、
従
来
通
り
の
商
売
を

す
る
事
が
難
し
く
な
り
ま

し
た
が
、
良
質
な
食
材
を

使
い
、
洗
練
さ
れ
た
技
術

で
美
味
し
い
商
品
を
提
供

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
情
報
発

信
を
行
い
、
お
客
様
が
来

店
さ
れ
る
よ
う
、
日
々
頑

張
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

私
は
、
組
合
行
事
に
参

加
し
、
他
の
組
合
員
の

方
々
と
仕
入
や
接
客
サ
ー

ビ
ス
、
販
売
促
進
等
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

ご
商
売
に
役
立
つ
何
か
を

見
つ
け
て
下
さ
る
事
が
、

最
大
の
組
合
加
入
メ
リ
ッ

ト
で
は
な
い
か
と
常
日
頃

か
ら
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

末
尾
に
、
皆
様
の
ご
活

躍
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
新
春
の
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

【令和６年１月１日～の静岡県すし券事業について】
日頃は、すし券事業にご理解ご協力を誠にありがとうございます。さて、すでにご承知と思いますが、静岡県すし組合発行のすし券（最終有効期限
2023.12.31）は、2023年（令和５年）12月31日終日をもって、お客様からの回収責務が無事に終了いたしました。2024年（令和６年）１月１日以降は、
静岡県発行のすし券は流通いたしません。

【お客様からの受取と換金について】
令和６年１月１日からお客様が使用する「すし券」は、静岡県以外の都道府県すし組合発行「すし券」のみとなります
が、静岡県では従来通りすし券取扱店で使用できます。お客様から受け取ったすし券は、本部にて従来通り「換金」し
ますので、安心して快く受け取ってください。（但し、有効期限はしっかり確認お願いします。）他県発行のすし券
も、毎年12.31期限となり、翌年２月末までは換金猶予期間があります。

【すし券販売について】
すし券の販売については、静岡県は「東京都すし組合発行のすし券」を販売しています。即ち、静岡県はすし券事業に
ついては継続しています。すし券が購入・利用できるお店は、１月１日現在93店あります。今後とも誤解のないよう
に、ご理解ご協力を宜しくお願いいたします。また、不明点等あれば、県事務局まで連絡をください。

静岡県発行のすし券は回収責務が無事に終了！
今後の静岡県「すし券事業」について必読ください。

新
春
の

　  

ご
挨
拶

全国すし商生活衛生同業組合連合会　会長
東京都鮨商生活衛生同業組合　理事長

浅野 哲哉

新
春
の
ご
挨
拶

静岡県理事長
齋田 成広

すし券委員長
清水 袖師すし鐵
梅本 賀津也

重要
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理
事
長
・
互
助
会
会
長

松
乃
寿
司

齋
田
成
広

（
焼
津
支
部
）

常
任
相
談
役

㈱
藤
す
し

加
藤
貞
美

（
三
島
支
部
）

理
事
・
支
部
長 の

ん
き
寿
司

木
谷
成
克

（
伊
東
支
部
）

副
理
事
長
・
筆
頭
理
事
会
計

驛
前
松
乃
鮨

植
田
聞
滋

（
静
岡
支
部
）

理
　
事

八
千
代
寿
し
鐵

大
鹽
敦
之

（
静
岡
支
部
）

理
　
事

入
船
鮨
本
店

稲
葉
敏
雄

（
静
岡
支
部
）

筆
頭
副
理
事
長入

船
鮨
本
店 

川
澄
真
一
郎

（
静
岡
支
部
）

理
事
・
す
し
券
委
員
長

袖
師
寿
し
鐵

梅
本
賀
津
也

（
清
水
支
部
）

理
　
事

魚
竹
寿
司

千
葉
由
美

（
清
水
支
部
）

副
理
事
長
・
理
事
会
計
・
支
部
長

魚
　
久

鈴
木
久
雄

（
藤
枝
支
部
）

理
事
・
支
部
長寿

司
実
本
店

實
石
　
勇

（
焼
津
支
部
）

県すし組合の県旗

副
理
事
長
・
技
術
委
員
長

す
し
処 

尾
崎

尾
崎
吉
宜

（
静
岡
支
部
）

理
事
・
支
部
長㈲

双
葉
寿
司

髙
島
栄
司

（
沼
津
支
部
）

常
務
理
事

さ
が
み
寿
司

町
田
　
寛

（
伊
東
支
部
）

副
理
事
長
・
支
部
長
・
広
報
委
員
長

㈲
沖
之
寿
司

甲
賀
進
一

（
磐
田
支
部
）

専
務
理
事
・
支
部
長
・
す
し
祭
委
員
長

末
廣
鮨
本
店

望
月
達
矢

（
静
岡
支
部
）

常
務
理
事
・
支
部
長
・
新
聞
委
員
長

千
鳥
寿
司

夏
目
雅
俊

（
浜
松
支
部
）

常
務
理
事
・
事
業
企
画
委
員
長

千
代
田
吉
野
鮨

大
塩
一
義

（
静
岡
支
部
）

常
務
理
事
・
支
部
長

井
筒
屋 

朝
日
　
璋

（
庵
原
支
部
）

常
務
理
事

吉
野
鮨
高
松
店 

西
澤
保
雄

（
静
岡
支
部
）

常
務
理
事
・
情
報
化
対
策
委
員
長

寿
し
幸
実
宇
栄

小
田
幸
寿

（
静
岡
支
部
）

支
部
長

吉
野
寿
司
高
部
店

出
川
圭
介

（
清
水
支
部
）

監
　
事

俺
ら
の
家
ま
で

赤
堀
太
亮

（
静
岡
支
部
）

理
　
事

寿
司
職
人
び
る
川

尾
留
川
健
太

（
静
岡
支
部
）

県
事
務
局

若
狭
千
代
子

謹賀新年

執行部

理事と
各役員

常
任
相
談
役

魚
竹
寿
司

竹
内
勝
利

（
清
水
支
部
）

常
任
相
談
役

あ
め
や
鮨

長
倉
慶
雄

（
三
島
支
部
）

　

第
67
回
全
国
す
し
連 

岩
手
大
会
は
「
心
・
技
を

継
ぐ 

つ
な
い
で
、
つ
な

ぐ
、
そ
の
先
へ
」
を
テ
ー

マ
に
、
令
和
６
年
10
月
23

日
㈬ 

に
岩
手
県
盛
岡
市

の
街
並
み
を
一
望
で
き
る

愛
宕
山
に
あ
る
盛
岡
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
、
全
国

す
し
組
合
員
約
４
０
０
名

（
静
岡
県
は
14
名
）
が
参

加
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

10
時
か
ら
始
ま
る
参
加

受
付
を
済
ま
し
て
会
場
に

入
る
と
配
ら
れ
た
静
岡
県

鮨
組
合
の
法
被
を
羽
織
っ

て
（
こ
れ
は
か
な
り
目
立

ち
ま
す
）
経
営
近
代
化

展
、
物
産
展
の
会
場
を
廻

る
と
、
岩
手
全
県
の
ワ
イ

ン
振
興
協
会
や
南
部
美
人

あ
さ
開
な
ど
の
酒
蔵
の
ブ

ー
ス
で
試
飲
が
で
き
ま
し

た
。
三
陸
海
岸
の
海
の
幸

や
い
わ
て
牛
の
加
工
品
の

試
食
も
で
き
て
、
活
気
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
昼
食

会
場
で
は
弁
当
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、」
そ
の
際

も
他
県
の
組
合
員
さ
ん
に

岩
手
の
地
ビ
ー
ル
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
馳
走
様

で
す
。

　

大
会
式
典
で
は
先
ず
書

道
家
の
沢
村
澄
子
氏
に
よ

る
揮
毫
（
床
い
っ
ぱ
い
に

“
心
”
一
文
字
を
書
く
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
が
披
露

さ
れ
た
後
、
大
会
旗
，
組

合
旗
の
入
場
後
開
会
宣

言
、
国
歌
斉
唱
、
組
合

物
故
者
対
す
る
黙
と
う
の

後
、
大
会
実
行
委
員
長
、

大
会
会
長
の
挨
拶
、
各
種

表
彰
の
授
与
が
あ
り
、
静

岡
県
で
は
大
塩
一
義
氏
が

登
壇
し
厚
生
労
働
省 

健

康
、
生
活
衛
生
局
長
表
彰

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
祝
辞
の
後
、
祝

電
披
露
、
水
産
庁
漁
政
加

工
流
通
課
に
よ
る
“
さ
か

な
の
日
Ｐ
Ｒ
”
が
あ
り
各

県
理
事
長
並
び
に
参
加
者

紹
介
で
は
静
岡
県
は
そ
ろ

い
の
法
被
着
用
で
大
い
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。

　

来
賓
退
場
後
「
大
会
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
」「
大
会
宣

言
」
が
決
議
さ
れ
次
年
度

開
催
県
の
福
井
県
す
し
組

合
に
大
会
旗
が
引
き
継
が

れ
た
。

　

基
調
講
演
は
岩
手
県
生

活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ

ー
の
元
専
務
理
事
の
「
尾

形
盛
幸
氏
」
に
よ
る
『
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
と

コ
ロ
ナ
復
興
』
～
60
万
食

の
弁
当
支
援
と
生
衛
業
の

可
能
性
～
と
題
し
大
規
模

災
害
が
発
生
し
た
時
私
た

ち
生
衛
業
者
に
出
来
る
こ

と
は
何
が
あ
る
か
、
そ
の

た
め
に
備
え
る
べ
き
は
な

ん
で
あ
る
か
を
、
震
災
経

験
者
の
経
験
と
し
て
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
が
始
ま
り
ま

す
。
多
く
の
来
賓
の
祝
辞

を
い
た
だ
い
た
後
、
舞
台

上
で
盛
大
な
酒
樽
鏡
開
き

が
あ
り
、
日
本
酒
で
乾
杯

し
た
後
、
地
元
の
食
材
を

多
く
使
っ
た
料
理
と
地
酒

や
地
ワ
イ
ン
を
美
味
し
く

頂
き
ま
し
た
。
最
後
に
一

押
し
の
〆
の
松
茸
ち
ら
し

寿
司
と
、デ
ザ
ー
ト
の“
世

界
の
大
谷
選
手
が
愛
し

た
”
岩
泉
ヨ
ー
グ
ル
ト
の

ム
ー
ス
が
出
て
き
ま
す
。

大
谷
選
手
は
岩
手
今
一
番

の
誇
り
で
あ
る
と
実
感
し

ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
地
元
の
ア
マ
チ
ュ
ア
筝

曲
合
奏
団
の
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
演
奏
と
、

さ
ん
さ
踊
り
の
チ
ー
ム
が

入
場
し
て
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
す
。

　

会
の
途
中
で
来
賓
の
参

議
院
議
員
／
片
山
さ
つ
き

先
生
が
衆
議
院
選
挙
の
応

援
演
説
の
合
間
を
縫
っ
て

来
場
さ
れ
ご
祝
辞
を
頂
戴

し
ま
し
た
。
ご
多
忙
の
と

こ
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す

　

第
68
回
全
す
し
連
福
井

大
会
の
Ｐ
Ｒ
が
あ
り
福
井

県
の
組
合
員
に
加
え
て
中

部
ブ
ロ
ッ
ク
の
組
合
員
も

一
緒
に
壇
上
に
上
が
っ
て

大
い
に
気
勢
を
上
げ
ま
し

た
。

　

最
後
に
琴
の
演
奏
を
バ

ッ
ク
に
“
北
国
の
春
”
を

み
ん
な
で
歌
っ
て
盛
り
上

が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
手
締

め 

万
歳
三
唱 

閉
会
の
辞

と
な
り
第
67
回
全
す
し
連

岩
手
大
会
は
大
成
功
の
裡

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

会
場
を
タ
ク
シ
ー
や
送

迎
バ
ス
で
後
に
し
ま
し
て

舞
台
を
盛
岡
市
中
心
部
に

移
し
て
各
県
の
組
合
員
さ

ん
と
共
に
冷
麵
な
ど
の
盛

岡
名
物
を
味
わ
っ
た
り
、

夜
の
街
で
遅
く
ま
で
意
見

交
換
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

全
国
大
会
へ
の
参
加
は

と
て
も
良
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。
全
国
の
組
合
員

さ
ん
と
出
会
い
お
話
し
す

る
機
会
は
得
難
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
自
分
の
見
識

が
豊
か
に
な
り
新
し
い
気

付
き
が
あ
り
ま
す
。
新
し

い
出
会
い
も
あ
り
ま
し

た
。

　

次
回
は
令
和
７
年
10
月

21
日
㈫
全
国
す
し
連
福
井

大
会
で
す
。
中
部
ブ
ロ
ッ

ク
で
の
開
催
で
す
。
是
非

と
も
多
く
の
組
合
員
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
た

い
で
す
。

　

今
回
の
よ
う
な
静
岡
か

ら
離
れ
た
場
所
に
出
か
け

る
機
会
は
少
な
い
の
で
組

合
員
そ
れ
ぞ
れ
で
大
会
の

前
後
に
あ
ち
こ
ち
観
光
な

ど
も
で
き
て
、
よ
い
機
会

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

全
国
す
し
連

岩
手
大
会

参
加
報
告

第67回

近代化展物産展

揮毫

さんさ踊り

静岡県参加者

大会旗全連会長挨拶

大塩氏

北国の春

浜松 千鳥寿司
夏目 雅俊
（常務理事）
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十
月
十
六
日
㈬ 
に
入

船
鮨
両
替
町
店
に
て
本
年

二
回
目
の
寿
司
技
術
講
習

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
の
技
術
講
習
会
は
福

井
県
か
ら
４
名
、
う
ち
二

名
が
啓け
い

新し
ん

高
校
か
ら
の
学

生
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
今
ま
で
技
術
講
習
会

を
い
く
つ
も
開
催
し
ま
し

た
が
、
他
県
か
ら
学
生
さ

ん
が
参
加
さ
れ
る
の
は
私

が
寿
司
組
合
に
入
っ
て
か

ら
初
め
て
の
こ
と
で
す
の

で
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
講

習
会
に
臨
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
回
は
そ
う
い

っ
た
ゲ
ス
ト
さ
ん
の
話
を

交
え
な
が
ら
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

定
刻
に
な
り
、
講
習
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
日

の
講
習
会
の
内
容
は
笹
切

り
、
巻
き
ず
し
、
関
西
江

戸
盛
競
技
を
大
会
と
同
じ

よ
う
に
時
間
を
計
り
、
行

う
と
い
う
も
の
で
す
。
そ

し
て
笹
切
り
、
巻
き
ず
し

競
技
に
は
福
井
か
ら
の
参

加
者
も
交
え
て
競
技
を
お

こ
な
う
と
い
う
も
の
で
し

た
。
私
は
今
回
、
笹
切
り

競
技
と
巻
き
ず
し
競
技
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

久
々
に
参
加
す
る
笹
切

り
披
露
、
少
し
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、
実
際
始
め

て
見
る
と
、
意
外
に
も
体

が
覚
え
て
い
る
の
だ
と
い

う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。
こ
う
し
て
切
っ
て

み
る
と
、
当
時
、
何
も
で

き
な
か
っ
た
と
き
に
必
死

に
な
っ
て
よ
く
練
習
し
て

い
た
時
の
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
当
時
感
じ
た
緊

張
感
が
今
は
懐
か
し
い
で

す
ね
。
競
技
自
体
は
時
間

内
に
終
わ
り
、
作
品
も
で

き
た
の
で
す
が
、
な
ん
と

ま
ぁ
…
腕
は
落
ち
た
な
と

思
い
ま
し
た
（
笑
）。
や

は
り
た
ま
に
は
練
習
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
、
切

れ
て
い
た
と
思
っ
た
箇
所

が
切
れ
て
い
な
い
ん
で

す
。
単
純
に
包
丁
の
角
度

の
立
て
方
が
甘
い
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
あ
の
頃
の

キ
レ
と
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ

な
笹
を
切
れ
る
よ
う
に
な

ら
な
け
れ
ば
…
反
省
で

す
。
そ
し
て
相
変
わ
ら
ず

小
田
義
明
さ
ん
の
笹
切
り

は
上
手
か
っ
た
で
す
ね
。

以
前
の
よ
う
な
美
し
い
笹

切
り
で
し
た
。
私
も
見
習

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
福
井
の
学
生
さ
ん
の

作
品
を
観
て
み
る
と
、
こ

れ
は
驚
き
ま
し
た
。
し
っ

か
り
と
時
間
内
に
終
わ

り
、
ち
ゃ
ん
と
切
れ
て
い

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
‼
し

か
も
練
習
期
間
を
聞
く
と

わ
ず
か
１
週
間
と
の
こ
と

で
す
。
も
ち
ろ
ん
粗
削
り

な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
１
週
間
で
５
種
を
切

り
、
十
二
分
（
笹
切
り
の

制
限
時
間
）
で
切
り
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
ら
大
し

た
も
の
で
す
。
こ
う
い
う

学
生
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
の

寿
司
業
界
に
出
て
き
て
く

れ
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

　

続
き
ま
し
て
巻
き
ず
し

競
技
で
す
が
、
こ
ち
ら

は
大
会
が
終
わ
っ
た
後

で
も
作
る
機
会
が
多
か
っ

た
の
で
割
と
す
ぐ
作
れ
ま

し
た
。
た
だ
、
風
車
が
一

か
所
向
き
を
間
違
え
て
し

ま
い
変
な
形
に
…
何
度
も

作
っ
て
い
る
だ
け
に
恥
ず

か
し
い
作
品
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
作
品
の
展

示
が
終
わ
っ
た
後
に
せ
っ

せ
と
ラ
ッ
プ
を
巻
い
て
作

品
を
持
っ
て
帰
る
福
井
県

の
技
術
委
員
長
田
畑
さ
ん

の
姿
を
見
な
が
ら
、
恥
ず

か
し
い
か
ら
そ
の
風
車
を

持
っ
て
い
か
な
い
で
…
と

心
の
中
で
祈
っ
て
い
ま
し

た
（
も
ち
ろ
ん
し
っ
か
り

と
持
ち
帰
ら
れ
ま
し
た
）。

そ
ん
な
中
、
福
井
の
学
生

さ
ん
の
巻
き
ず
し
は
と
い

う
と
…
な
ん
と
こ
ち
ら
も

時
間
に
間
に
合
っ
て
い
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
⁉
こ

れ
は
す
ご
い
‼
と
思
っ
て

作
品
を
観
よ
う
と
思
っ
た

ら
す
で
に
回
収
さ
れ
て
お

り
、
見
れ
な
か
っ
た
こ
と

が
心
残
り
で
す
…
い
や
、

ま
ぁ
、
私
も
早
く
見
れ
ば

よ
か
っ
た
の
で
す
よ
ね
。

次
の
機
会
で
は
ち
ゃ
ん
と

先
に
作
品
を
観
る
こ
と
に

し
ま
す
。
本
日
二
度
目
の

反
省
で
す
ね
（
泣
）

　

と
い
う
こ
と
で
、
今
回

は
笹
切
り
、
巻
き
ず
し
競

技
の
披
露
を
行
い
ま
し
た

が
、
腕
が
鈍
っ
て
い
ま
す

ね
。
恥
ず
か
し
い
限
り
で

す
。や
り
直
し
た
い
‼
と
、

※
注　

こ
ち
ら
の
記
事
は
「
第

二
回
技
術
講
習
会
を
終
え
て
」

の
続
き
の
よ
う
な
内
容
に
な

っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
気
に

な
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、「
第

二
回
技
術
講
習
会
を
終
え
て
」

を
読
ま
れ
て
か
ら
こ
ち
ら
の

記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

十
月
三
十
日
㈬
。
前
回

の
技
術
講
習
会
か
ら
早
二

週
間
。
本
日
は
名
古
屋
に

あ
る
、
み
な
と
ア
ク
ル
ス

に
て
中
部
技
術
講
習
会
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

愛
知
県
や
静
岡
県
の
組
合

員
は
も
ち
ろ
ん
、
前
回
の

技
術
講
習
会
に
参
加
さ

れ
た
学
生
さ
ん
の
い
る
福

井
県
の
組
合
員
の
方
々
や

三
重
県
の
皆
さ
ん
と
も
お

会
い
で
き
る
貴
重
な
日
で

す
。
特
に
三
重
県
の
皆
さ

ん
と
お
会
い
す
る
の
は
、

能
登
半
島
地
震
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
し
た
三
月
以

来
に
な
る
の
で
、
再
開
で

き
る
の
を
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
場
に
到
着
す
る
と
、

さ
っ
そ
く
見
知
っ
た
顔
の

方
々
と
お
会
い
で
き
ま
し

た
。
三
重
県
に
あ
る
「
君

家
」
の
親
方
で
あ
る
山

口
さ
ん
も
今
回
の
講
習

会
は
若
手
の
方
を
連
れ
て

き
て
下
さ
り
ま
し
た
。
前

回
の
技
術
講
習
会
も
そ
う

で
す
が
、
こ
の
業
界
の
若

手
と
い
う
存
在
は
貴
重
な

の
で
、
久
々
に
見
る
若
い

子
を
み
る
と
色
々
教
え
た

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね

（
笑
）

　

さ
て
、挨
拶
も
終
わ
り
、

い
よ
い
よ
講
習
会
が
始
ま

り
ま
す
。
本
日
の
講
習
内

容
は
笹
切
り
、
巻
き
ず

し
、
握
り
の
各
部
門
に
講

師
が
分
か
れ
て
、
学
ぶ
側

は
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
の
あ

る
分
野
で
講
師
が
指
導
す

る
と
い
う
形
で
進
行
し
て

い
き
ま
す
。
私
は
笹
切
り

の
講
師
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒
さ

ん
は
三
重
の
方
三
名
と
福

井
県
の
方
二
名
の
計
五
名

で
す
。
実
を
言
う
と
講
師

側
に
回
る
の
は
初
め
て
だ

っ
た
の
で
少
し
ド
キ
ド
キ

し
ま
し
た
。
指
導
し
た
内

容
は
基
本
三
種
で
あ
る
剣

笹
、
海
老
石
昌
。
松
石
昌

の
切
り
方
と
、
高
さ
、
大

き
さ
を
揃
え
る
こ
と
。
そ

れ
と
自
由
作
品
の
練
習
を

し
ま
し
た
。

　

事
前
に
用
意
し
た
見
本

を
も
と
に
経
験
あ
る
人
も

な
い
人
も
懸
命
に
笹
を
切

っ
て
お
り
ま
し
た
。た
だ
、

こ
こ
で
難
し
い
の
が
指
導

方
法
。
と
い
う
の
も
笹
切

り
一
つ
に
し
て
も
感
覚
で

切
る
世
界
な
の
で
い
か
ん

せ
ん
伝
え
方
が
難
し
い
の

で
す
。
自
分
の
感
覚
な
ら

わ
か
る
の
に
そ
れ
を
言
葉

に
し
て
伝
え
る
こ
と
の
難

し
い
こ
と
…
。
い
ま
ま

で
ど
う
や
っ
て
教
え
て
も

ら
っ
た
だ
ろ
う
？
と
思
い

な
が
ら
手
探
り
で
指
導
を

し
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な

拙
い
説
明
で
も
頑
張
っ
て

黙
々
と
笹
を
切
っ
て
く
だ

さ
る
生
徒
さ
ん
は
素
晴
ら

し
か
っ
た
で
す
ね
（
笑
）

　

な
ん
だ
か
ん
だ
バ
タ
バ

タ
し
な
が
ら
指
導
を
し
て

い
た
も
の
の
予
定
時
間
の

九
十
分
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
生
徒
さ
ん
の
作
品
も

集
中
し
な
が
ら
切
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
最
初
に
比

べ
る
と
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ

え
た
き
れ
い
な
笹
を
切
れ

て
い
ま
し
た
。
わ
ず
か
な

時
間
で
も
成
長
を
か
ん
じ

る
と
は
、
若
い
子
の
吸
収

力
は
す
ご
い
で
す
ね
…
。

私
自
身
も
今
回
の
指
導
の

経
験
で
学
ぶ
点
が
と
て
も

多
か
っ
た
で
す
。
ど
う
す

れ
ば
人
に
伝
わ
る
の
か
、

伝
え
方
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
は
何
な
の
か
、
相
手
は

何
が
わ
か
ら
な
い
の
か
。

こ
れ
ら
を
し
っ
か
り
把
握

し
て
伝
え
る
力
を
伸
ば
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
や
は

り
、
指
導
す
る
立
場
で
な

い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
も

多
い
で
す
ね
。
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
講
習
が
終

わ
る
と
、
前
回
の
技
術
講

習
会
で
も
あ
っ
た
よ
う

に
、
時
間
を
計
っ
て
の
試

合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
、
私
は
笹
切
り
の
部
で

出
場
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
前
回
は
大
し
た

作
品
を
作
れ
ま
せ
ん
で
し

た
か
ら
、
今
回
は
ち
ゃ
ん

と
練
習
し
て
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回

切
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
の

は
基
本
三
種
と
枠
付
き
木

工
、横
向
き
の
蝶
々
で
す
。

そ
れ
で
も
時
間
を
有
効
的

に
使
え
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
も
っ
と
難
易
度
の
高

い
作
品
に
挑
戦
し
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
ね
。

　

結
果
的
に
今
回
の
試
合

で
は
無
事
一
位
を
取
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
‼ 

良

か
っ
た
で
す
。
本
当
に
よ

か
っ
た
。
と
い
う
の
も
笹

切
り
の
講
師
と
し
て
参
加

し
た
私
が
一
位
と
れ
な
か

っ
た
ら
微
妙
な
空
気
に
な

っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
し

た
（
笑
）。

　

本
当
に
作
品
云
々
よ
り

も
い
つ
も
と
違
う
緊
張
感

を
味
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
ね
。

　

さ
て
、
こ
れ
に
て
中
部

技
術
講
習
会
の
話
は
終
わ

り
で
す
。
巻
物
の
大
会
形

式
の
試
合
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
は
残
念
で
し
た

が
、
そ
れ
で
も
時
間
が
決

ま
っ
て
い
る
中
、
実
演
の

時
間
を
取
っ
て
く
だ
さ
っ

た
運
営
の
皆
さ
ん
に
は
感

謝
で
す
。
ど
う
に
か
前
回

の
記
事
で
書
い
た
こ
と
の

半
分
は
守
れ
て
ほ
っ
と
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
で
今
年

の
私
の
参
加
す
る
組
合
行

事
も
無
事
終
わ
り
ほ
っ
と

し
て
お
り
ま
す
。
来
年
か

ら
の
活
動
で
す
が
私
自
身

活
動
に
参
加
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
、
最
後

に
こ
の
よ
う
な
行
事
に
参

加
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
ま
た
組
合

活
動
に
積
極
的
に
参
加
で

き
る
日
を
目
指
し
て
日
々

の
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
多
少
長

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
今
回
の
報
告
は
こ
れ

に
て
終
わ
り
で
す
。
最
後

に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
、
準
備
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
愛
知
県
寿
司
組

合
の
皆
様
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
い
つ
か
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
。

思
っ
て
い
た
ら
中
部
大
会

は
講
習
会
と
い
う
内
容
で

し
た
が
、
も
し
か
し
た
ら

笹
切
り
と
巻
き
ず
し
競
技

な
ら
実
演
が
で
き
る
か
も

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
今
日
の
雪
辱
を
晴
ら

す
チ
ャ
ン
ス
で
す
‼
残
り

二
週
間
、
両
競
技
と
も
に

し
っ
か
り
準
備
し
て
も
ら

っ
た
賞
状
た
ち
に
誇
れ
る

よ
う
し
っ
か
り
と
技
術
を

磨
い
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

　

十
月
三
十
日
㈬
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て

は
別
で
中
部
大
会
を
終
え

て
の
記
事
で
紹
介
し
ま
す

（
こ
ち
ら
の
記
事
も
私
、

中
崎
が
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
）。
ち
な
み
に

こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る

日
に
ち
が
、
十
月
十
六
日

㈬ 

当
日
で
す
の
で
中
部

大
会
は
ど
う
な
る
の
か
現

状
私
に
も
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
（
笑
）

　

中
部
大
会
を
終
え
て
の

記
事
も
同
様
に
鮨
商
新
聞

１
４
１
号
内
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。先
に
こ
ち
ら（
技

術
講
習
会
を
終
え
て
）
を

ご
覧
に
な
っ
た
方
は
後
日

談
と
し
て
、
先
に
中
部
大

会
の
記
事
を
見
た
方
は
こ

ち
ら
の
記
事
を
前
日
譚
と

し
て
み
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は

今
回
参
加
し
た
皆
様
、
場

所
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ

た
川
澄
社
長
、
材
料
を
用

意
し
て
く
だ
さ
っ
た
甲
賀

さ
ん
、
本
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た

二
週
間
後
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
‼

寿司職人びる川
中崎 翔太

（青年部副部長）

寿司職人びる川
中崎 翔太

（青年部副部長）

第
二
回 

技
術
講
習
会
を
終
え
て

技術講習会挨拶

理事長と福井県参加者

寿司技術指導

関西江戸盛寿司

中
部
大
会
を
終
え
て
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今後の予定について（１月～３月）

◦   1 月   6 日㈪	 静岡鮨商新聞 141 号発行

◦   1 月 22 日㈬	 「県執行部会」

◦   2 月   3 日㈪	 節分「丸かぶり寿司」

◦   2 月 19 日㈬	 青年部定例会　第４回理事会

◦   3 月   5 日㈬	 全国すし連中部ブロック
	 静岡県代表者会議

注文は 10 枚単位で事務所へお願いします。

「丸かぶり寿司」販促品のお知らせ

１枚　25円（税込）袋 １枚　15円（税込）経木

有効期限2024年12月31日のすし券は、2025年
２月28日㈮までに必ず換金をしてください。以降
は、一切換金できませんのでご注意ください。事務
局に来社するときは、必ず事前にご一報ください。
不在や現金がご用意できない場合がございます。

注意  　全国すし連中部ブロック「静岡県代表者会議」のご案内
令和７年３月５日㈬ ホテルアソシア静岡で開催いたします。

　中部７県（愛知県・三重県・岐阜県・石川県・富山県・福井県・静
岡県）の組合役員と組合員が集まり、共通の課題を議論、検討します。
講習会や後援会も開催することもあります。
　懇親会では、各県の同業者と情報交換を行い、親睦を深められる有
意義な会議です。
　内容等は、後日「理事会」等で検討し、お知らせしますが、組合員皆
様のご協力・ご理解を宜しくお願いいたします。

令和６年 11 月 12 日㈫静岡商工会議所にて開催されました。

講演会 演題
「食の安全性と食中毒予防」

～生活衛生関係営業で役立つ微生物の知識～

講師	静岡県立大学	食品栄養科学部	食品衛生学研究室　
助教　島村 裕子	氏

各表彰受賞者

静岡県知事表彰
千葉 由美	氏（清水支部	魚竹寿司）

静岡県生活衛生同業組合連合会長表彰受賞者
實石 勇	氏（焼津支部	寿司実本店）

静岡県生活衛生営業指導センター理事長感謝状受賞者
尾留川 健太	氏（静岡支部	寿司職人びる川）

第６2 回 静 岡 県生活 衛生
同 業 組 合 大 会 開 催 報 告

おかげさまで創業 94 年
SANO かびブロック工法

（防かび・防藻・抗菌・除菌・防腐）

佐野塗装㈱
静岡市駿河区中田１丁目１番20号

電話　054-285-7191
Ｅメール　info@sanotoso.com

洞江水産
ド ウ コ ウ


